
第第４１/６回 固体ＮＭＲ・材料フォーラムプログラム 
 

   主  催    固体ＮＭＲ･材料フォーラム        協  賛    日本化学会 

  

 日 時  ２００７年５月８日(火) 午前１０時～午後７時 

 場 所  山上会館（東京大学・本郷キャンパス内） 

 
 
Ⅰ．講演  

 

１．多孔質材料のナノ空間における分子の運動 

 （10:00-11:00）                                     産総研 林 繁信 
 

２．置換ポリアセチレンの熱異性化と構造 

 （11:10-11:50）                             北大院工 平沖 敏文 

 
《昼 食》 12:00-12:40 

 

Ⅱ．ポスター発表   12:40-14:10     
 

P１．高磁場固体 1H NMR 法によるアラニンオリゴマーの シート構造に関する研究 
（農工大工） ○鈴木 悠、山内 一夫、朝倉 哲郎、（奈良女子大） 黒子 弘道、
（物材機構） 清水 禎、丹所 正孝  

 

P２．γ線架橋したナイロン-6,6/反応性難燃剤コンポジットの固体NMRによるキャラク

タリゼーション 

（東レリサーチ） 三輪 優子、○石田 宏之、（富士電機アドバンストテクノロジ

ー） 管野 敏之、柳瀬 博雅、（農工大） 重原 淳孝 
 

P３．19F NMR 法を用いた含フッ素オリゴマー/シクロデキストリン包接化合物の 
   構造解析 

（東工大院理工）  龍野 宏人、○安藤 慎治 
 
P4．ポリケトン/ポリアミド系ポリマーアロイの耐衝撃性と高次構造との相関 

（日産アーク） ○西岡 麻依子、佐藤 秀紀、澤部 壽宏、高橋 洋平、加藤 淳、    

（岡山工技セ） 永田 員也、日笠 茂樹、岩蕗 仁、（防大応化） 浅野 敦志  
 
P５．全核高分解能固体ＮＭＲを用いた珪酸塩スラグの構造解析 

（新日製先端研） ○下田 景士、金橋 康二、齋藤 公児 



P６．強磁場 NMR の物性研究への応用 
（物材機構）  ○端 健二郎、清水 禎、後藤 敦、大木 忍 

 

P７．半導体における動的核偏極技術の開発２ 

（物材機構） ○後藤 敦、加藤 誠一、大木 忍、端 健二郎、清水 禎 

 

P８．固体ＮＭＲ用小型ＭＡＳ装置の開発 

（物材機構） ○品川 秀行、藤戸 輝昭、大木 忍、清水 禎 

 
P９．NIMS ベンチャー「プローブ工房」設立 

（プローブ工房）  藤戸 輝昭 
 
 
Ⅲ．講演 
                  

３．強磁場 MRI について 

 （14:10-14:40）                               東大院新領域 和田 仁 
 

４．表面高分解能 NMR 

 （14:45-15:15）                            京大化研 堀井 文敬 

 

５．ポリグリコール酸の高次構造と加水分解の関係 

（15:20-15:50）                       三井化学分析セ 関根 素馨 

 

《コーヒーブレイク》  15:55-16:10 

 

６．ハイブリッド磁石での高分解能NMR：磁場揺動補正方法の開発 

 （16:10-16:30）                          分子研 飯島 隆 

 
７．低温固体高分解能 NMR プローブの製作 
  （16:35-17:00）                                       日本電子 水野 敬 
 

 
○ 懇親会 （17:30-19:00） 
 
       連絡先  〒611-0011 宇治市五ケ庄  京都大学化学研究所   堀井 文敬   
                     Tel/FAX: 0774-38-3148 E-mail: horii@scl.kyoto-u.ac.jp


